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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜部屋移動＞

・庭田　美紀子様～東A8号室→東B3号室

＜患者様連絡事項＞
・坪　俊英様～便秘時センナリド5回分処方となる。
・和田　みよ子様～便秘時IFオーダー指示いただく。

・和田　昌様～ピコスルファート残無い為、2本処方となる。
・見付　龍矢様～頓服薬のリスペリドン内用液3P処方となる。
・神田　直樹様～不眠時のブロチゾラム(0.25)1T/10回分処方となる。
・矢部　昭男様～持続点滴が3本から4本となっている。
・西山　アイ様～12/14　10:00退院予定。施設スタッフの知野氏来院され、現在の本人の状態についてスタッフより聞き取りをしたいとの事で対応する。食事摂取状況や病棟での生活状況、内服薬について等情報提供行っている。その後、10:00長女様・次女様迎えにて外泊に行かれている。外泊中の留意点・服薬について説明し、了解されている。外泊前に退院後の初外来日について確認。相談の上、12/24(火)11:00～予定となる。初外来日の決定については主治医にも情報提供済み。
・庭田　美紀子様～終日隔離中。入院後は、易怒性、興奮見られ、粗暴的になる事あり。レボトミン(25)1A筋注施行。以後は、興奮落ち着き、傾眠傾向で経過。本日、主治医診察時、軽度の敵対心や冷淡な口調は残存しているものの興奮や服薬への拒否は無い。精神症状軽快の為、本日10:14終日隔離解除となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～20:00～6:00までの時間隔離中。時折来詰されてはアニメや漫画に関する話をされている。妄想発言や不穏・他者トラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。午前3時間・午後2時間ずつの開放観察実施。来詰時には処遇や部屋に関する不満を話されている。開放時間終了後の入室も一時渋っているが、再三の説明に了解されている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・久保　興介様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。開放中、表情の硬さはあるが、妄想発言や不穏・他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～各食1/4摂取。介助時には拒否・抵抗見られている。又、他室侵入や他者を威嚇するような行動も見られ、都度注意・介入要している。
・飯田　修子様～朝食後より特定女性患者N様に付き纏われる事を嫌がる様子で「こっち来るな！」「あっち行け！」等と暴言・N様が持ってきたペーパー類を投げ捨てるといった行動見られている。見守り・必要時介入にて粗暴行為や大きなトラブルには至らずに経過。
・澁谷　兼一様～車椅子乗車しホールにて過ごされている。帰宅要求や不穏さは無い。
・矢部　昭男様～食事は朝、牛乳のみ、昼はヨーグルトのデザートのみ摂取。点滴持続で行っており、水分出納バランスチェックの為、膀胱留置カテーテルを挿入している。疎通良好。
・中市　正治様～体温37.3℃。クーリングにて対応している。服薬は吐いてしまうと訴え服薬出来ず。独語や空笑あるが疎通良好、対面時穏やか。
・信田 あかり様～特定女性患者様へ付き纏い行動見られるが、突き放されると時折奇声を上げる様子見られている。自傷行為は目立たず。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：R1年12月7日 14:38

氏　　名：坂上　典子(さかがみ　のりこ)様

生年月日：昭和61年2月28日(33歳)

病　　名：情緒不安定性パーソナリティー障害

性　　別：女性

主 治 医：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Aユニット8号室

(経過）

発症は23歳頃（妊娠中）。千葉県佐倉市の精神病院に入院歴がある。

24歳頃、離婚し、帰八し、以降は当院にて治療継続していた。

　令和1年12月6日（昨日）、当院受診日だったが、母親のみ受診に来ている。その際に、本人が息子を虐待していて、浴槽の水の中に頭を押し込めているなどの話が聞かれていた。母親に対しても、殴る、蹴るなどの暴行が多くなっているという。息子に対する暴行については、真偽は不明であるが昨日、児童相談所に連絡は主治医から行っていた。その後、家に調査が行ったようであるが、その事に不快感を持ったようで、夜に当院に電話をしてきて、昨日のことに関して不満を言っていることがあった。本日、昼過ぎに連絡あり、家で母親に対してまた暴力行為があるため警察介入しているという。

その後、当院に受診予定となっていた。14時20分、警察同伴で来院。診察時は、静坐して、比較的落ち着いて話が出来ている。昨日からの件については、こちらに対して、目立った陰性感情をぶつけることはないが、入院治療を話すと、それは拒否的になっている。母親の同意を得て、同日14：38医療保護入院となる。

入院への拒否が強く、警官4名、スタッフ4名で対応。入室時も強い拒否見られ、興奮が強く、退院要求など声高にしている。鎮静する必要と、他患者との関係を悪化させる恐れがあることから14時40分より隔離開始となる。
